8B - 0% 00 dDuMA ) (1)
(&R O W 5507 &
AT o O ..)ﬂh/tﬁ,mhv 90 42 °

PREYOLRHARKL OL S °
PO e BERD O LSS PN

b 7
L 5 »

Jii

O Re< R0 M WL 560 QR OEVEHEY
PDEURQLDDOF LM VR0 O °
MO WG ns0 UEINR0° 910502
RUEVLDEBSv | BEVIVERSESN
O s O WeES K OIMEE 0 X N w13
HKWENWR NS [ SHIW | L0V NN
WA N A O M0 Q" Hust 0% |
HMEN LXK A HRR<0005° v RO
AU O DRI O St DR [KE L
VB BN WOHWRKFREURRT IR
RE O DB N °

7

@ B0 D O VNIBENRRIGETIT 37 12N
EvNROHXRY —WEEUNS O VBEYY
SOEFIM AP 5 m50° Qi ERIEOWVS
3O RV IMIR R Y P r0R &L °
HERUEVESHK YW X SHWIKF
A R A0 M AR 0 VBN AT SR D 5 °



— KEHSM N ——

[ O ROIRNEV R8I~~~ 7
#HOXE N KauIwiz O g

(B +-3PENmEm)
X 4o () - EK BE EERSV<SHSREEW

Lo BEROSXA P -0 ()
A O B s R °

)

< 6 L oRH

—




	◆ 日に日に暖かくなり、すっかり春めいてきた。 　 桜が咲いたらお花見をしにお出かけしたいな。 　 とそわそわしてしまうのは私だけじゃないだろう。
	◇ ある人から「桜は、暖かくなったから咲く準備を 　 してるわけじゃないんだよ」と教えてもらった。
	　 桜の蕾は、実は夏のうちに用意される。もちろん 　 秋に咲くわけではなく、一度深くて静かな眠りに 　 つく。そして、その眠りから目覚めるスイッチは 　 突き刺さるような「冬の寒さ」であるというのだ。 　 その寒さによって「そろそろ、起きなくちゃ」と 　 遺伝子にスイッチが入るらしい。そこからは春の
	　 暖かさによって成長していく。これを「休眠打破」  　と呼ぶ。逆に、冬の寒さが不十分であれば、開花 　 が遅くなってしまうそうだ。
	◆ 凍えるような寒さをじっと耐え忍ぶ時間は、花を 　 開くためのエネルギーを内側にぎゅっと凝縮させ 　 る期間ともいえる。冬の寒さには、命が持ってい 　 る力を目覚めさせる力がある。 　 華やかに咲く桜の美しさも、冬の寒さを乗り越 　 えたからこそであると思うと、なお愛しい。
	つぼみ

	「休んで、眠って、打ち、破る」
	《  続 ・ ちょっと  ひとこと  》　　（二）

	「ふしから芽を吹く。やれふしや〳〵 、 　　楽しみやと、大き心を持ってくれ。」
	天理のことば

